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一般質問

12月定例会では、７名の議員が一般質問を行い

ました。その中から主な質疑応答の要旨を、質問

した議員の要約により掲載します。

なお、会議中の発言および答弁の詳細は、伊奈

町議会ホームページおよび図書館に備えてある会

議録でご覧になれます。（３月初旬掲載）

▼伊奈町議会ホームページ

http://gikai02.kaigiroku.jp/ina/

１、消防体制の強化について。�

２、防災計画について。�

１、ふるさと納税について。�

２、学校給食について。�

３、庁舎内の喫茶室、休憩スペースの

設置について。�

１、21年度予算について。�

２、義務教育について。�

１、まちづくり交付金制度について。�

２、長期財政運営計画の必要性につい

て。�

１、行政改革、実施改革プランについ

て。�

２、伊奈町高齢者保健福祉計画及び第4

期介護保険事業計画(案)について。�

３、農地への廃棄物堆積について。�

１、町長の政治姿勢。�

２、障害福祉計画の策定に向けて。�

３、障害児学童保育室バナナキッズ。�

４、河川浄化と家庭の汚水処理対策。�

１、青少年の健全育成を。�

２、高齢者が住みなれた町でいきいきと

した生活を送るための介護保険を。�

水上邦雄(P６) 

�

鳥井文典(P７) 

�

青木久男(P７)

村山正弘(P８) 

�

�

永末厚二(P８) 

大沢　淳(P９)

小林菊江(P９) 

議 員 氏 名� 質 問 事 項 �

町
の
消
防
力
が
強
化
さ

れ
る
の
か
、
検
証
が
必
要
。

広
域
化
は
、
町
が
自
主
的

問� 消
防
の
広
域
化

に
判
断
す
べ
き
だ
。

上
尾
・
桶
川
・
北
本
・

鴻
巣
の
四
市
一
町
の
勉
強
会

を
通
じ
十
分
検
討
し
て
い

答�

く
。

設
置
が
義
務
化
さ
れ
、

期
限
は
６
月
１
日
と
さ
れ
て

い
た
が
。

設
置
、
推
測
27
％
。
普

及
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い

く
。

・
震
災
対
策
は
「
東
京
―
埼

玉
県
境
下
地
震
」
を
想
定
。

・
水
害
対
策
は
「
荒
川
堤
防

決
壊
」
を
想
定

避
難
所
対
策
は
。

ス
ト
レ
ス
解
消
や
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
対
策
は
、
保
健
師

答� 問� 防
災
計
画

答� 問� 住
宅
用
火
災
警
報
器

を
中
心
と
し
た
班
編
成
で
対

処
す
る
。

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
対
策
は
、

間
仕
切
り
も
用
意
し
て
い

る
。

・
認
知
症
・
障
害
者
の
方
に

つ
い
て
は
、
県
民
活
動
セ
ン

タ
ー
の
宿
泊
施
設
も
活
用
し

て
い
く
。

・
ト
イ
レ
対
策
は
マ
ン
ホ
ー

ル
も
活
用
し
て
い
く
。

要
援
護
者
対
策
は
。

災
害
時
非
難
支
援
プ
ラ

ン
を
作
成
し
、
役
割
分
担
を

明
確
に
し
て
い
く
。

答� 問�

伊
奈
中
・
南
小
の
耐
震
化
は
急
ぐ
べ
き

だ│
│
可
能
な
限
り
早
め
て
い
く

水み
ず

上か
み

邦く
に

雄お

議
員

原
市
沼
調
節
池
完
成
時

の
被
害
予
測
は
。

具
体
的
デ
ー
タ
は
な
い

が
軽
減
さ
れ
る
と
考
え
る
。

答� 問� 道
路
の
冠
水
、
床
上
・
床
下
浸

水
の
水
害
対
策
に
つ
い
て

栄
地
区
水
害
対
策
に
綾

瀬
川
に
調
節
池
が
必
要
だ
。

蓮
田
市
境
に
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、
位
置
、
整
備
時

期
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

答� 問�

出動
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ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用
で
寄
付
募

集
を

│
│
策
を
講
じ
た
い

青あ
お

木き

久ひ
さ

男お

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
た
が
町
の
考
え

と
取
り
組
み
状
況
は
。

問�

十
分
に
検
討
し
「
ふ
る

さ
と
伊
奈
」
を
認
識
し
て
頂

け
る
策
を
講
じ
た
い
。

答�

制
度
の
本
格
導
入
を
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
制
度

の
説
明
や
寄
付
の
呼
び
か
け

を
実
施
し
た
い
。

給
食
費
未
納
状
況
と
対

応
は
。19

年
度
16
世
帯
36
件
約

14
万
円
だ
。
20
年
度
は
10
月

現
在
で
120
件
49
万
円
だ
が
遅

れ
て
の
納
入
も
あ
る
。
徴
収

は
時
に
は
職
員
同
行
で
訪
問

し
努
力
し
て
い
る
。

悪
質
な
未
納
者
は
。

い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

食
材
や
原
油
等
の
値
上

が
り
の
影
響
と
対
策
は
。

厳
し
い
状
況
だ
が
献
立

の
工
夫
等
で
対
応
し
て
い

る
。
20
年
度
の
状
況
を
見
極

め
学
校
給
食
運
営
委
員
会
に

相
談
し
今
後
は
対
応
す
る
。

町
民
も
利
用
で
き
る
喫

茶
室
・
軽
食
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
て
は
。

結
構
な
考
え
だ
が
今
す

ぐ
は
困
難
だ
。

職
員
休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
。

庁
舎
内
の
事
務
ス
ペ
ー

ス
が
手
狭
で
今
は
困
難
だ
。

答� 問� 答� 問� 役
場
内
に
喫
茶
室
・
休
憩
室

の
設
置
を

答� 問� 答� 問� 答� 問� 学
校
給
食
の
状
況
は

答� 問�

新年度予算の
基本的考え、中核的施策は

──歳出削減と安心安全を基本と
する施策を遂行していく

新
年
度
は
野
川
町
政
二

期
目
当
初
の
予
算
と
な
る
。

４
万
有
余
の
住
民
が
期
待

し
て
い
る
の
は
更
な
る
安
心

安
全
の
町
づ
く
り
と
政
策
宣

言
の
早
い
時
期
で
の
実
施

だ
。
新
年
度
予
算
編
成
の
基

本
は
何
か
。

総
合
振
興
計
画
・
後
期

基
本
計
画
や
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
の
策
定
、
学
校

の
耐
震
補
強
設
計
、
危
険
箇

答� 問�

所
改
修
、
小
針
小
体
育
館
改

修
準
備
工
事
を
は
じ
め
引
続

き
い
な
穂
通
り
の
計
画
的
な

整
備
が
あ
る
。

更
に
、
民
間
保
育
施
設
の

受
入
れ
枠
拡
大
の
た
め
の
支

援
の
拡
充
、
小
学
校
の
さ
わ

や
か
相
談
員
の
配
置
等
に
前

向
き
に
取
り
組
む
。

そ
の
ほ
か
の
予
算
で
も
歳

出
削
減
を
し
な
が
ら
も
住
民

に
必
要
不
可
欠
な
医
療
・
福

祉
・
教
育
や
道
路
等
の
基
盤

整
備
な
ど
安
心
安
全
を
基
本

に
予
算
編
成
を
す
る
。

県
内
は
10
市
町
が
公
表

し
て
い
る
。
学
力
低
下
が
全

国
規
模
で
懸
念
さ
れ
て
い
る

今
、
学
校
だ
け
で
解
決
を
す

る
の
で
な
く
広
く
家
庭
や
地

域
と
の
共
有
問
題
と
し
て
考

え
る
こ
と
も
大
切
だ
。
そ
の

た
め
に
も
当
町
で
も
公
表
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

関
係
機
関
と
よ
く
協
議

し
て
判
断
す
る
。

答� 問� 学
力
テ
ス
ト
の
公
表
を
し
た

ら
ど
う
か

役場庁舎

楽しい学校給食

鳥と
り

井い

文
典
ぶ
ん
て
ん

議
員
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まちづくり交付金事業　役場北調整池

国
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
制
度
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
制
度
を
活
用
し
て

財
源
確
保
を
す
べ
き
だ

│
│
大
切
な
財
源
と
な
り
う
る
制
度
と
認
識

し
て
い
る
。

有
効
に
活
用
し
て
ゆ
く

16
年
度
か
ら
の
制
度
で

あ
り
、
小
針
北
小
と
北
保
育

所
の
建
設
、
志
久
と
丸
山
駅

問�

の
ト
イ
レ
建
設
、
内
宿
駅
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
建
設
な
ど
こ
の

制
度
に
該
当
可
能
な
事
業
と

思
う
が
ど
う
か
。

本
制
度
は
、
特
定
さ
れ

た
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
に

面
的
整
備
が
前
提
で
あ
る
。

ス
ポ
ッ
ト
的
事
業
を
位
置

づ
け
る
事
は
む
ず
か
し
い
。

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
制

度
は
、
事
業
費
の
最
大
40
％

を
国
費
と
し
て
交
付
す
る
制

度
で
あ
る
。

16
年
度
か
ら
の
事
業
に
つ

い
て
は
国
・
県
の
補
助
率
対

比
は
ど
う
か
。

各
事
業
と
も
国
や
県
の

補
助
事
業
を
活
用
し
て
い

る
。
結
果
的
に
は
40
％
を
超

え
る
補
助
率
と
な
っ
た
。

総
合
振
興
計
画
の
基
本

計
画
・
実
施
計
画
を
ベ
ー
ス

に
５
年
間
の
財
政
運
営
計
画

を
持
つ
べ
き
だ
。

長
期
的
な
財
政
運
営
を

策
定
す
る
こ
と
は
、
計
画
的

な
財
政
運
営
の
指
針
と
し
て

効
果
的
と
認
識
し
て
い
る
。

来
年
度
に
お
い
て
、
総
合

振
興
計
画
を
策
定
す
る
が
、

そ
の
計
画
を
踏
ま
え
、
引
き

続
き
財
政
の
健
全
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。

答� 問� 答� 問� 答�

村む
ら

山や
ま

正ま
さ

弘ひ
ろ

議
員

クリーンセンター西側に山積みされた堆積物

行
政
改
革
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
公

表
を

│
│
内
部
評
価
に
止
ま
っ
て
い
る
も
の
を
、
よ
り

町
民
に
解
り
易
い
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
た
い

現
在
の
実
施
事
業
が
町

民
か
ら
ど
う
評
価
さ
れ
て
い

る
か
、
数
値
、
参
加
者
数
、

利
用
状
況
を
分
析
、
町
民
の

声
も
加
え
、
分
析
評
価
し
、

町
民
に
公
開
さ
れ
れ
ば
、
税

問�

金
の
使
途
が
一
目
瞭
然
、
行

政
マ
ン
の
励
み
に
も
な
る
。

早
期
に
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

の
開
始
と
公
表
を
。

効
率
的
な
行
政
運
営
を

目
的
と
し
、
「
内
部
評
価
」

答�

に
止
ま
っ
て
い
る
。
公
開
を

前
提
に
、
対
象
、
評
価
項
目
、

評
価
方
法
、
成
果
指
標
の
設

定
な
ど
、
現
行
シ
ス
テ
ム
の

見
直
し
を
し
て
い
る
。今
後
、

公
開
に
向
け
、
よ
り
解
り
や

す
い
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指

し
、
検
討
を
進
め
た
い
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
西

側
田
ん
ぼ
の
中
に
高
く
積
み

上
げ
ら
れ
た
堆
積
物
は
、
10

年
以
上
も
放
置
さ
れ
、
景
観

上
も
問
題
あ
り
、
安
全
上
も

危
険
な
状
態
と
な
っ
て
い

る
、
措
置
を
急
ぐ
べ
き
で

は
。

平
成
15
年
小
針
内
宿
区

長
か
ら
農
作
業
の
交
通
障
害

と
隣
接
耕
地
へ
の
危
険
性
が

あ
る
と
の
、
申
し
入
れ
書
を

受
け
、
町
は
、
土
地
使
用
者

へ
是
正
指
導
を
行
っ
た
。
そ

の
後
一
部
の
撤
去
作
業
を
し

た
が
続
か
ず
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
今
年
度
11
月
県
、
町

合
同
で
土
地
使
用
者
に
改
善

指
導
を
行
い
。
12
月
に
は
道

路
部
分
を
、
そ
の
他
は
田
ん

ぼ
の
作
業
ま
で
に
片
付
け
る

と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

答� 問� ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
西
側
、

堆
積
物
の
処
置
を
急
げ

永な
が

末す
え

厚こ
う

二じ

議
員
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綾瀬川

町
長
給
与
の
２
割
カ
ッ
ト
、
２
期
目
は

な
ぜ
実
施
し
な
か
っ
た

│
│
生
活
の
糧
、
労
働
の
対
価
と
し
て
い
た
だ

き
、
町
政
運
営
に
全
力
を
傾
注
し
た
い

政
治
倫
理
条
例
の
制
定

を
。

今
後
、
必
要
性
を
含
め

答� 問� 町
長
の
政
治
姿
勢

て
勉
強
し
た
い
。

県
の
デ
イ
ケ
ア
事
業
終

問� 障
害
者
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
の

基
盤
整
備

了
後
、
ま
つ
ぼ
っ
く
り
は
ど

う
な
る
の
か
。

県
の
補
助
金
は
平
成
23

年
度
ま
で
。
終
了
後
は
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
移

行
と
町
独
自
に
任
意
の
施
設

運
営
が
考
え
ら
れ
る
。

養
護
学
校
卒
業
生
の
進

路
保
障
を
。

養
護
学
校
等
の
進
路
指

導
担
当
者
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
進
め
た
い
。

障
害
児
学
童
保
育
室
バ

ナ
ナ
キ
ッ
ズ
の
施
設
問
題
の

そ
の
後
は
。

旧
上
尾
東
高
校
で
開
校

す
る
特
別
支
援
学
校
の
使
用

が
認
め
ら
れ
る
見
通
し
。

町
長
の
言
う
「
ふ
る
さ

と
の
川
の
再
生
」
と
は
。

昭
和
30
年
代
の
前
半
頃

を
想
定
し
て
い
る
。

合
併
浄
化
槽
の
普
及

を
。

補
助
金
を
継
続
し
、
経

済
的
な
支
援
を
行
う
。

下
水
道
料
金
の
値
上
げ

計
画
は
中
止
を
。

見
直
し
に
向
け
て
検
討

を
始
め
た
。

答� 問� 答� 問� 答� 問� 河
川
浄
化
と
家
庭
の
汚
水
処

理
対
策

答� 問� 答� 問� 答�

大
沢
お
お
さ
わ

淳
じ
ゅ
ん

議
員

町内の介護支援センター

高
齢
者
が
安
心
で
き
る
介
護
保
険
を

│
│
第
４
期
の
事
業
計
画
で
検
討
し
て
い
る

税
制
改
正
に
伴
う
保
険

料
の
激
変
緩
和
措
置
を
引
き

続
き
設
け
る
べ
き
だ
が
。

町
は
現
在
の
基
準
段
階

に
特
例
を
設
け
る
と
と
も

答� 問�

に
、
課
税
層
を
細
分
化
し
対

応
す
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
。

今
後
介
護
報
酬
額
の
改

定
の
影
響
で
保
険
料
に
変
更

問�

が
あ
る
の
か
。

年
額
４
４，
６
１
０
円

か
ら
２，
５
０
０
円
程
度
の

増
額
を
見
込
ん
で
い
る
が
、

３
％
程
度
の
改
定
と
な
れ

ば
、
３，
７
０
０
円
程
度
の

増
額
と
見
込
ま
れ
る
。

介
護
保
険
給
付
費
支
払

基
金
を
取
り
崩
し
て
、
で
き

る
だ
け
保
険
料
を
下
げ
る
べ

き
で
は
。

で
き
る
限
り
取
り
崩

し
、
保
険
料
に
反
映
さ
せ
た

い
。

今
後
も
住
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
安
心
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

国
の
動
向
を
見
、
次
期

計
画
の
保
険
料
は
、
介
護
保

険
計
画
審
議
会
の
意
見
を
聞

き
設
定
し
て
い
き
た
い
。

不
登
校
の
現
状
と
問
題

解
決
の
た
め
の
方
策
は
。

各
学
校
と
も
個
々
の
実

情
に
応
じ
て
様
々
な
対
策
を

講
じ
、児
童
生
徒
が
安
心
感
、

充
実
感
を
も
っ
て
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
る
。

答� 問� 青
少
年
の
健
全
育
成
を

答� 問� 答� 問� 答�

小
林
こ
ば
や
し

菊き
く

江え

議
員




